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令和２年度 館林市立第二中学校 部活動運営方針（案）

令和２年４月

１ 目的

学校教育の一環として、生徒の自主的・自発的な参加により行い、運動や文化に親し

み、意欲の向上や責任感、連帯感の涵養、互いに協力し合って友情を深めるといった好

ましい人間関係の形成等を図る。

２ 部活動の設置

（１）適正規模（顧問及び部員）

部活動を適切に運営するには、①安全管理上の観点から、各部の顧問を複数体制に

するのが望ましい。また、②部活動の教育的意義に沿った活動となるように、各部と

も異学年の生徒同士がともに学び合い、教え合い、協力し合い、競い合うことができ

るように各学年の部員が相当数所属できる程度の設置規模とすることが望ましい。

（２）設置判断の要素

①生徒及び教員（部活動指導員を含む）の在籍人数等

②活動場所（校庭・体育館等）の状況

③校区内における小学生のスポーツ環境の状況

④その他（部員加入状況等）

（３）活動状態の捉え方

①「通常」の活動･･･団体種目で大会に参加できる【規定人数】を満たしている状態

【規定人数】

軟式野球・ソフトボール９人 バスケットボール５人 バレーボール６人

サッカー１１人（７人で出場可） 卓球・ソフトテニス６人（４人で出場可）

剣道５人（３人で出場可） など

②「募集停止」対象･･･団体種目で大会に参加できる【規定人数】に満たない状態が２

年続く

③「廃部」対象･･･２年間にわたり入部者がない。

（４）部の廃部及び開設等については、別途定める。

３ 本年度の部活動

（１）本年度設置する部活動

１．軟式野球 男女 ２．ソフトボール 女 ３．バスケットボール 男・女

４．バレーボール 男・女 ５．ソフトテニス 男・女 ６．卓球 男・女

７．サッカー 男女 ８．陸上競技 男女 ９．水泳（条件付き募集） 男女

10．剣道 男女 11．吹奏楽 男女 12．美術 男女

13．駅伝競走部（特別編成） 男女

（２）活動日及び活動時間について

①通常の活動日及び休養日の設定
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ア 月曜日を部活動休養日（平日の休養日）とする。

イ 土・日曜日のいずれか１日を休養日とする。（大会参加等により、土・日の両日

に活動する必要がある場合は、次週に代替休養日を確保する。）

②活動時間

ア 合理的でかつ効果的・効率的な活動を行い、平日は長くとも２時間程度で活動を

終えることとする。活動終了時刻は次の通りとする。（活動開始時刻は通常 16:20）

月 ４・５ ６～８ ９ 10 11～ 1/16～ ２ ３

部活動終了時刻 18:00 18:20 17:40 17:10 16:40 17:00 17:20 17:40

完全下校時刻 18:10 18:30 17:50 17:20 16:50 17:10 17:30 17:50

イ 授業の軽減があった場合は、その時期と時間に応じた終了時間を設定する。

ウ 学校休養日（土・日を含む）は、３～４時間で活動を終えることとする。

エ 中体連の県新人大会に出場する場合は、その大会の２週間前から３０分程度の延

長をしてもよい。その場合、顧問は必ず学校長の許可及び保護者の同意を得て、職

員に周知する。

③朝練習

ア 放課後の練習が十分に取れる日は、原則として行わない。やむを得ず実施する場

合は、希望者のみとする。練習時間は７：３０より３０分程度で８：１０には片付

けを完了する。活動には、顧問が必ず立ち会うこととする。

イ 駅伝部の練習及び生徒の体力向上を目的として、朝のランニングタイムを設ける。

活動時間は、朝練前の７：１５より１５分間とする。

ウ 朝練習を行う趣旨や効果等について、顧問と生徒・保護者等が十分に話合い、生

徒の自発的発想から実施するようにする。

④テスト前の部活動中止

ア 中間テスト前日は、部活動を中止とする。

イ 期末テスト３日前から、部活動を中止とする。（大会等の事情で中止期間に部活

動を行う場合は、学校長の許可及び保護者の同意を得て、職員に周知する。）

ウ 復習テストや休み明けテスト当日の朝練習は中止とする。

⑤長期休業中の活動日及び休養日の設定

ア 土・日曜日及び学校閉庁日は休養日とする。やむを得ず活動する場合は、代替の

休養日を設ける。

イ 生徒が十分な休養をとることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行

うことができるよう、ある程度長期の休養期間を設ける。（詳細は各部活動毎の活

動計画による）

ウ 顧問が不在の場合には、活動を中止する。（学年始めはその限りではないが、必

ず代理の監督として教員をつける）

エ 年度末年度始め休業中の新入生の活動参加は、原則認めない。やむを得ない理由

がある場合は、学校長の許可及び保護者の同意を得て、職員に周知する。

２ 運営上の留意点

（１） 顧問（含む副顧問）による監督下の活動を原則とする。顧問が不在の場合には、
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練習を中止にする。監督を他の職員に委託できる場合は、無理のない練習メニュー

を実施させる。（顧問不在の場合は１６：４５に終了）

（２） 部活動指導計画表を作成し、それに従って指導する。

（３） 月別に活動予定表を作成し、生徒及び保護者に周知する。

（４） 指導の際、生徒の健康状態に十分気を配るとともに、不適切な指導は絶対に行

わない。（体罰の禁止）

（５） 各部室の鍵の保管場所は職員室とし、部活終了時には必ず部の代表が責任をもっ

て返却する。（生徒の持ち帰りは絶対にさせない）

３ 経費

（１） 活動に当たる経費を生徒会費から補助する。

（２） 各部において部費を徴収する場合もある。ただし、集める場合は、必要最低限と

し、金額については保護者の理解を得た上で決定する。その際、帳簿を作成し、年

度末に会計報告をする。監査は教頭及び保護者代表が行う。

４ 部活動への入部及び継続・退部・休部

（１）入部及び活動の継続について

入部は希望制とし、１年生の入部前には次のような手順を設ける。

・ 入学説明会において、新入生及び保護者に対して、活動についての説明を行う。

・ 新入生を迎える会において、部活動紹介を行う。

・ １年生の見学期間を設ける。（新入生を迎える会～部活動編成時まで）

顧問裁量で活動も可 下校時刻１７：００厳守

・ 部活動編成前でも、入部届（顧問用）を提出した時点で本入部とする。担任に

は入部届（担任用）を提出する。

ア １年生は、説明や見学及び体験によりその部の活動を十分に理解し、３年間継続

して活動できる部を選択する。入部に際しては、担任より受け取った「入部届」に

必要事項を記入の上、保護者の承認印をもらい、顧問及び担任に提出する。

イ ２・３年生は、年度始めに、担任から受け取った「継続届け」に必要事項を記入

の上、保護者の承認印をもらい、顧問及び担任に提出する。

ウ 入部を希望しない場合は、「入部辞退届及び保護者の同意書」を部活動担当から

受け取り、担任に提出する。

（２）休部及び退部について

所属する部活動の継続に支障を来したときは、保護者・顧問・担任等と十分に話合

い、以後の活動を決定する。

ア 一時的に活動を休止し、その後復帰する可能性がある場合は、部活動担当より

「休部届」を受け取り、必要事項を記入の上、保護者の承認印をもらい、担任に

提出する。

イ 活動の継続が困難であると判断された場合は、部活動担当より「退部届」を受

け取り、必要事項を記入の上、保護者の承認印をもらい、担任に提出する。

ウ 他に継続して活動できる部活動がある場合は、転部することができる。その場
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合は、退部の手続きが完了した後、部活動担当より「入部届」を受け取り、必要

事項を記入の上、保護者の承認印をもらい、顧問及び担任に提出する。

５ 参加する大会等の精選

中学校体育連盟の主催大会、各種コンクール大会や発表会、市町村主催、関係団体主

催など、多くの大会等が開催されており、生徒の技能向上だけでなく、心身の健康につ

いても配慮し、参加する大会を精選する。

６ 大会への参加

（１）大会に参加する場合は、必ず顧問が引率する。

（２）授業日の大会に参加する場合は、学校長の許可及び保護者の同意を得て、職員に周

知する。授業を優先し、参加者は登録選手及び係生徒のみとする。大会参加者名簿を

作成し、教頭に提出する。（市駅伝大会等）

（３）会場への移動時の交通ルールの厳守、競技・応援のマナー等の事前指導をしっかり

行う。

７ 部活動の運営

（１）外部指導者について

専門的な指導を求める生徒や保護者のニーズに応えるとともに、教職員の指導力の

向上、負担軽減のためにも、学校長指揮・監督のもと、外部指導者を活用する。ただ

し、部活動は学校において計画する教育活動であることを踏まえ、顧問のもと、顧問

との役割分担を明確にした上で、各部の状況に合わせて活用する。

ア 今年度、本校では、次の通り運動部活動指導員を登録する。

剣道部 ：笠井智郁

イ 今年度、本校では、次の通り部活動外部指導者を登録する。

女子バレーボール部 ：庄條浩

女子バスケットボール部：長谷川好平

陸上部 ：立石明夫

吹奏楽部 ：丸山あやめ

イ 今年度、本校では、次の通りボランティア指導者を登録する。

女子ソフトテニス部 ：田部井吉則

女子卓球部 ：井野口彰子

（２）部活動検討委員会について

適切に部活動を実施するため、学校職員、保護者、地域スポーツ関係者、地域文化

関係者、地域医療関係者等で組織する部活動検討委員会を設置する。設置に当たって

は、学校評議委員会などを活用する。

委員会において、活動内容や活動時間、学校と保護者との連携、学校と地域の連携

などについて、顧問、生徒、保護者等の意見を聞きながら必要に応じて改善策等を提

案してもらう機会を設ける。
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８ その他

（１）活動時の服装は、原則として、学校指定の体育着とする。

（２）ユニフォームやチームシャツ・チームジャージ・ソックス・シューズ等、部で認め

られているものの着用を許可する。但し、部活動時のみで、それ以外の時間は着用し

ない。（違反があった場合、部員全体の使用を禁止する）

平成３０年 ４月 ８日作成

平成３１年 ４月 ８日改訂

２（１） 設置部活動から体操競技部を削除

平成３０年度より募集停止、平成３１年度廃部

設置部活動に駅伝競走部を追加

２（２）③イ 朝のランニングタイムについての文言を追記

令和 ２年 ４月 １日改訂

２として「部活動の設置」を追記


